
IPCSA（スマート農業イノベーション推進会議）について
 スマート農業技術の開発及び普及の好循環の形成を推進していくため、農業者、JA、関係団体、⺠間企業

（メーカー、スタートアップ、農業⽀援サービス事業者、⾷品事業者等）、⾼専・⼤学・研究機関、地⽅公共団体、
農業⾼校・農業⼤学校等の多様なプレーヤーが参画するIPCSA（スマート農業イノベーション推進会議）※を
設置。

 同会議において、⽣産と開発の連携、情報の収集・発信・共有、関係者間のマッチング⽀援、⼈材育成等を通じ、
コミュニティ形成を促進。

 必要な予算を確保の上、令和７年度より本格的に活動を開始。
主な機能

1. ⽣産と開発の連携
2. 情報の収集・共有・発信
3. 関係者間のマッチング
4. ⼈材の育成
5. 技術的な検討

令和６年９⽉ 準備会合の開催
10⽉〜 HP開設、⼊会募集

令和７年６⽉〜 設⽴総会の開催、専⽤サイトの公開、調査事業の実施
７⽉〜 マッチングイベント、技術研修会、共通課題に対応する検討会の開催 等

構成員
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 問合せ窓⼝を通じ、
随時意⾒を受付

 定期的なアンケート等で
ニーズを収集

 国内外の研究開発・実⽤化の
動向等を調査

 優良事例を含め、参加者間で
情報共有

 スマート農業技術等
に関する正確な
情報発信

 スタートアップやサービス事業
者等の情報把握

 マッチングの場の提供
 異分野の参画を促すイベント
等の開催

 技術習得に向けた指導者
の派遣

 実践的な研修機会の提供
 農業⾼校、
農業⼤学校等
との連携

 経営判断に資する指標の検討、
優良事例の分析

 開発された技術の
客観的な評価
⼿法の検討

 標準化等の検討

 ⾰新的な取組の表彰
 様々な取組主体との
連携のあり⽅
の検討

①⽣産と開発の
連携

②情報の
収集・共有・発信

③関係者間の
マッチング

④⼈材の育成 ⑤技術的な検討 ⑥その他

IPCSA（スマート農業イノベーション推進会議）の機能
イ プ サ
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